
西洋なし

山 形 県 の 農 林 水 産 業 の 概 要

主な農林水産物特徴・取組

山形県は、東北地方の日本海側に位置し、総面積は9,323㎢ 、東京から概
ね北に300km、山形新幹線で約３時間の距離にあり、周囲を奥羽の山々に囲ま
れ、県南部を源流とする最上（もがみ）川が、米沢盆地から山形盆地、新庄
盆地へと北上して周辺の農地を潤し、やがて庄内平野の穀倉地帯を経由して
日本海に注ぎ込んでいる。

おうとう（さくらんぼ）

ぶどうすいか

ばら（切り花類）米

そばえだまめ

なめこ肉用牛

産業構造は、就業者数（令和２年）を産業別にみると、第１次産業が8.7％、
第２次産業が28.6％、第３次産業が62.8％となっている。前回調査（平成27
年）に比べ、第１次産業で0.6％、第２次産業で0.4％低下し、第３次産業の
割合が1.0％拡大している。

日本海側の庄内地方は多くの河川が流れる肥沃な大地で、日本有数の穀倉
地帯となっている。

一方、村山地方を始めとする内陸部は、一日の温度変化や季節の温度変化
が大きく、収穫量日本一を誇るおうとう（さくらんぼ）や西洋なし等の果樹
栽培が盛んに行われている。また、すいかやそば等の栽培も盛んである。

令和３年産米の食味ランキングでは山形県産米の「つや姫」が、平成22年
のデビューから13年連続で「特Ａ」評価を獲得し、全国のトップブランドと
して定着。さらに、平成30年本格デビューした「雪若丸」も５年連続「特
Ａ」評価を獲得している。

おうとう（さくらんぼ）は、「佐藤錦」を主力品種として、新たに大玉新
品種の「やまがた紅王（べにおう）」の先行販売を開始しブランド化を推進
している。また、県産農畜産物の地理的表示（ＧＩ）登録により、米沢牛、
東根さくらんぼ、山形セルリー、小笹（おざさ）うるい及び山形ラ・フラン
スのブランド力強化の取組が行われている。

このほか、お正月に満開の桜が楽しめる促成栽培の「啓翁桜」（けいおう
ざくら）は、山形県が日本一の出荷量を誇っており、冬に咲く桜として海外
でも年々知名度が上昇し、平成26年から海外輸出を行っている。

主要品種である「佐藤
錦」をはじめ、大玉品種
の「やまがた紅王」など
多くの栽培品種がある。
（収穫量全国１位）

地理的表示（ＧＩ）登録さ
れた「山形ラ・フランス」
は県内の栽培面積の8割を
占める。
（収穫量全国１位）

尾花沢市を中心とした村山
地域は、夏すいかの産地と
して、高い評価を得ている。
（収穫量全国３位）

主力品種の「デラウェア」
をはじめ、「シャインマス
カット」などの大粒種も栽
培している。
（収穫量全国４位）

主力品種の「つや姫」や
「はえぬき」、「雪若
丸」が作付されている。
（収穫量全国４位）

寒河江市、山形市を中心に
生産が盛んで、日本有数の
産地を形成。ロックウール
栽培による周年栽培が主流。
（出荷量全国３位）

全国的なブランドとなっ
た｢だだちゃ豆｣や晩生の
｢秘伝豆｣等の品種がある。
（収穫量全国４位）

全国有数のそば生産県であ
る。県内各地に「そば
街道」があり、観光と一体
となった生産振興が図られ
ている。（収穫量全国２位）

地理的表示（ＧＩ）登録
された｢米沢牛｣を始め、
高品質な「山形牛（総
称）」の生産拡大を図っ
ている。

菌床なめこの生産量は毎
年4,000t以上も全国に向
け出荷され、全国有数の
産地として確立している。
（生産量全国３位）

令和５年版



山 形 県 内 の 各 地 域 に お け る 農 林 水 産 物

【農畜産物】水稲、えだまめ、メロン、ねぎ、
日本なし、アスパラガス、かき、アルストロ
メリア、トルコギキョウ、豚

【水産物】スルメイカ、はたはた、まだら、
さけ類、さくらます、ほっけ

置賜（おきたま）地域

【農畜産物】水稲、えだまめ、アスパラガス、
きゅうり、おうとう（さくらんぼ）、西洋なし、
ぶどう、りんご、ダリア、アルストロメリア、
啓翁桜、乳用牛、肉用牛、豚

【林産物】わらび

【水産物】こい

【農畜産物】水稲、そば、にら、アスパラ
ガス、ねぎ、トマト、マッシュルーム、
りんどう、ばら、トルコギキョウ、肉用牛

【林産物】わらび、なめこ、えのきたけ、ぶな
しめじ、たらの芽、すぎ

出典：「おいしい山形ホームページ」等を基に作成
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【農畜産物】水稲、そば、えだまめ、すいか、
きゅうり、セルリー、うるい、おうとう（さく
らんぼ）、西洋なし、ぶどう、りんご、すもも、
もも、ばら、ストック、啓翁桜、肉用牛、豚

村山地域

山形県内

【林産物】からまつ、広葉樹



出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「認定農業者の認定状況（令和４年３月末現在）」、
「令和２年国勢調査」（総務省統計局）

荒廃農地面積

「令和４年耕地面積（7月15日現在）」 、「令和５年全国都道府県市区町村別面積調（1月1日時点）」（国
土交通省国土地理院）

出典：

出典： 「農地中間管理機構の実績等に関する資料（令和３年度版）」

ha ha

全国順位

全 国 全国順位

人 1,363,038 人

山 形 県

集積率

荒廃農地面積 1,980 259,502

4

担い手への集積面積 ha 6

農業経営体数、農家数及び集落営農数

基幹的農業従事者数及び認定農業者数

・耕地面積は11万5,000haで全国11位。うち田が９万1,100ha、畑が２万3,900ha。
・農業経営体数は２万8,241経営体で全国18位。うち法人経営体が626経営体で22位。
・認定農業者数は8,602経営体で全国６位。うち法人が629法人で17位。

ha

ha

ha

普通畑

全国順位

9

13

9

21
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9

11

牧草地

樹園地

畑

田

区 分 山 形 県 全 国

耕地面積

耕地面積

115,000 ha 4,325,000

1,123,000

2,352,000

区 分 山 形 県 全 国

1,973,000

参考）総土地面積

ha

ha

ha

ha932,315

2,180

9,920

11,800

全国順位全 国区 分

35

ha

ha

ha

ha

ha

ha

591,300

出典： 「令和３年度の都道府県別の荒廃農地の発生状況」

37,797,356

258,600

担い手への農地の集積状況

23,900

91,100

％

2,560,109

58.9 ％69.0

79,897

山 形 県

ha

20

18

22

基幹的農業従事者数 39,034

農業経営体数

集落営農

経営体

39,628

経営体

戸

戸

世帯

集落営農数
「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「令和２年国勢調査」（総務省統計局）、「集落営農
実態調査（令和４年２月１日現在）」

出典：

13

38世帯

集落営農

55,830,154

14,364

12

人 822,144 人 11

65歳以上

女

男 24,620

14,414

26,645 14

％
基幹的農業従事者数に対
する65歳以上割合 68.3 -

人 948,621 人

人 540,894 人 16

69.6 ％

1,068,027参考）総人口数

認定農業者数

法人数

経営体 6

人 126,146,099 人 36

法人 27,974 法人 17629

8,602 経営体 222,442

山 形 県 の 農 業 （ １ ）

区 分

山 形 県区 分

28,241

626

26,796

472

398,015参考）世帯総数

販売農家

1,075,705

30,707

1,747,079

1,027,892

総農家数

法人経営体

全 国 全国順位

18

経営体

経営体

戸

戸

都道府県の農業、林業、漁業の表の見方

・令和５年３月31日時点における最新の統計等の公表データを使用

・表中に使用した記号は次のとおり

「０」 : 単位に満たないもの（例：0.4ｔ→０ｔ）

「－」: 事実のないもの

「…」：調査を欠くもの

「ｘ」 : 秘密を保護するため統計数値を公表しないもの。

「＊」：秘密を保護するため統計数値を公表していない都道府県を除いた順



34 ＊
経営体数 10 経営体 1,180 経営体 25 ＊

3,992 百万円

出典： 「令和３年度６次産業化総合調査」

農家レストラン
総額 857 百万円 30,336 百万円 11 ＊
事業体数 40 事業体 1,260 事業体 5 ＊

4,990 経営体

2

3

3

出典： 「果樹生産出荷統計」、「作物統計」、「野菜生産出荷統計」、「花き生産出荷統計」、「畜産統計」

40,900

194,400

ｔ

R3

R3

R3出荷量

収穫量

収穫量

14,000

千本 56,200 千本 3

3

4

18

ぶどう

1,046,385

7,250 千本

総額

総額

出荷量 R3 6,000

4水稲

75,400

収穫量 R4

事業体数

全 国

x麦類

701

百万円
事業体

収穫量

農家民宿

出典： 「令和３年生産農業所得統計」

ブロイラー

鶏卵

億円

9,033
750

22,382
620

農産物直売所9,364 億円

21

13

869

百万円億円 17
200

5,470 39

総額

億円

3,740 - ＊

億円 百万円総額 728

-

加工農産物 2 億円

16

22549

＊

25

億円

億円

億円

肉用牛

乳用牛

生乳

豚 137

37

億円

3その他畜産物

千本出荷量

ｔ 7,269,000

31

47

16

5

19

R3

365,300 ｔ

ｔ 162,600 ｔ

R4 41,700 頭 2,614,000 頭

区 分

16

21

農産加工

農畜産物の生産状況

農業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

区 分 山 形 県 全 国

13,900

12,400

3,640

32,200

12,900

ｔ

ｔ

千本

千本

ｔ

ｔ 319,600

億円

億円

71 億円

億円

9,222 億円

34,048 億円

億円

億円

82

17

133

392

億円

億円

8,232

6,360

694

雑穀

豆類

いも類

野菜

花き

果実

その他作物

60

1,727

億円

587

2,337

2

3

億円 1

億円

億円

億円

709 億円

21,467 億円

9,159 億円

697 億円

2,358

億円

億円

億円

億円

億円

億円 億円

1

78

ｔ16,100おうとう

山 形 県 の 農 業 （ ２ ）

全国順位年次

・農業産出額は2,337億円で全国13位。うち米が701億円、果実が694億円、野菜が455億円。
・農畜産物の生産状況は、西洋なし、おうとうが全国１位、そばが２位、すいか、ばら、りんどう、アルストロメリアが３位。
・農業生産関連事業は、農産物直売所の年間販売金額が224億円で全国18位、事業体数は620事業体で12位。

区 分 山 形 県 全 国 全国順位

農業産出額 ｔ西洋なし R3

農業産出額

収穫量 21,500ｔ13億円 88,384

億円

億円

鶏

R4

- ＊

2

14 ばら

肉用牛

そば

すいか

りんどう

アルストロメリア

飼養頭数

3,306

30,550
百万円
事業体
百万円

32,634 百万円
事業体

米

x

億円 13,699 億円 4 R4収穫量

億円工芸農作物

畜産

11

7,861

x

8

455

山 形 県

37

9

31
14
18
12
17

経営体経営体数
観光農園

全国順位

事業体数 22,680 事業体

953,268 百万円



全 国

119,545

5,456.6

全国順位

千㎥

千㎥

ｔ

4,405

すぎ 291 千㎥

千㎥

ｔ

24,063生産量 ｔ

千㎥

25 ＊

1,987

12,917

1,759

521

129,587

区 分

302

305 千㎥

山 形 県

製材工場数

3,892

出典： 「令和３年木材需給報告書」、「令和３年特用林産基礎資料」

15

工場 15

全国順位全 国区 分 山 形 県

97

69.3

なめこ

21,847千㎥

千㎥

わらび

素材生産量

法人経営体

山 形 県 全 国 全国順位

林野面積

林業産出額

億円

山 形 県 の 林 業

林産物の生産状況

全 国 全国順位

・林業産出額は69億円で全国23位。うち木材生産が32億円、栽培きのこ類生産が36億円。
・林産物の生産状況は、素材生産量が全国22位、わらびが193.2ｔで１位、なめこが4,405.2ｔで３位。

20,088

山 形 県区 分

億円

億円

22 ＊

20

林業産出額

針葉樹 千㎥

生産量

広葉樹

1,347

ぶなしめじ 生産量

生産量えのきたけ

出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」

区 分

68

34,001 経営体

経営体

山 形 県 全 国 全国順位

4,093 23経営体

林野面積

644,986 ha

3,254.1

ha 8

国有林

ha

林業経営体数

24

7,153,338 6

人工林面積
出典：

民有林

10,133,111

36.0 2,091.6

木材生産

区 分

出典： 「令和３年林業産出額」

24,770,201

工場

工場

億円

億円栽培きのこ類生産

林業経営体数

億円

28経営体

185,512

328,051 ha

ha 24

ha

ha

「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」

316,935 ha 17,616,863

31.7

451

＊

1

3 ＊

出典：

工場数 工場

製材用素材の入荷があった工場数

3,138 工場

3,948 工場

97

「令和３年木材需給報告書」

13

国産材と輸入材 8 工場 607 工場 30

国産材のみ 89

23

17 千㎥からまつ 8

＊

9 ＊

ｔ

ｔ

ｔ

7

3

193

1,016 ｔ

ｔ

10

12

38



事業体

38

出典： 「令和３年度６次産業化総合調査」

漁家レストラン
総額 x 百万円 9,696 百万円 - ＊
事業体数 x 事業体 430 事業体 - ＊

こい

26 ＊

5

ｔ

39

59 百万円

区 分

36 ＊
26 ＊
- ＊
- ＊

18 ＊

全 国 全国順位山 形 県

海面漁業・養殖業産出額 億円

山 形 県 全 国

海面漁業・養殖業生産量 3,474

3,474

ｔ

153

16 ＊
漁家民宿

総額

22

経営体

水産加工

百万円
事業体

800

億円

人

39

39

12,103

39

人

10

358 134,186

経営体

ｔ

漁業就業者数

経営体

山 形 県 全 国

人

人

人

「令和２年漁業産出額」出典：

出典： 「令和３年漁業・養殖業生産統計」

区 分

海面漁業経営体数

人

5,553 百万円
経営体数 10

百万円

海面養殖業収獲量

151,701

ｔ

ｔ

区 分

水産物の生産状況漁業産出額

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

全国順位

水産物直売所

海面漁業就業者数

男

女

区 分

内水面漁業経営体数

経営体

経営体

隻

132,201

39

区 分

漁業経営体数

79,067

山 形 県 全 国 全国順位

38284

4,77260 22

隻

経営体

17,515

368

山 形 県 の 漁 業

海面漁業漁獲量

区 分 山 形 県 全 国

漁船隻数

ｔ

・漁業産出額は22億円で全国39位。
・水産物の生産状況は、海面漁業のほっけが全国５位、内水面漁業のさけ類が２位、内水面養殖業のこいが５位。
・漁業生産関連事業は、水産加工の年間販売金額が１億円で全国36位、事業体数は10事業体で26位。

全国順位

全国順位

4,163,072

3,236,431

漁船隻数

395

隻

39

69,920動力漁船

隻

37 ＊

ほっけ

177

5 ＊

- ＊

ｔ

32,854 ｔ

45

内水面養殖業収獲量 86

事業体数 x

事業体数

事業体 820
x 百万円 32,443総額

10 事業体 1,470

全国順位
百万円 170,100

ｔ 45,480

＊

- ｔ 926,641 ｔ

143

全 国山 形 県

ｔ 2,064

漁業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

総額

さけ類 210 ｔ 4,873 ｔ 2

内水面漁業・養殖業生産量 331 ｔ 51,757 ｔ 22 ＊

内水面漁業漁獲量 245 ｔ 18,904 ｔ 11



山 形 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等

山形県は、人口減少・高齢化等による担い手の減少、中山間地域等における集落
機能の低下による耕作放棄地の増加、自然災害や豚熱の発生などに加え、コロナ禍
における生産・消費への影響等の課題を踏まえ、令和３年３月に、令和６年度まで
の実行計画として「第４次農林水産業元気創造戦略」を策定した。

この実行計画は、「人（ひと）づくり」「農村（むら）づくり」「魅力（かち）
づくり」「森林（もり）づくり」「海川（うみかわ）づくり」の５つの基本戦略を
進めており、毎年度、プロジェクトの進捗・達成状況を評価・検証し、必要に応じ
て取組内容等を見直していくこととしている。

令和４年度は、担い手減少を見据えた産地振興や気象災害対策強化による「果樹
王国やまがた」の再生・強靭化、森林吸収源対策の強化による脱炭素社会の構築に
向けた「やまがた森林ノミクス」の推進、みんなが使えるスマート農林水産業の実
現に向けたデジタル技術の実装等に取り組んでいる。

また、山形県は東北管内で初めて「みどりの食料システム法」に基づく基本計画
を令和５年２月に公表し、農林水産業の環境負荷低減事業活動などの促進と農林水
産業の持続的な発展を目指す。

写真（図）の説明

令和４年度の新規就農者動向調査結果（令和３年６月から令和４年５月末に就
農）では、新規就農者は 358 人（前年より１人増）となり、調査を開始した昭和
60 年以降で最多となった。また、令和２年度から３年連続で 350 人以上となり、
東北６県では７年連続で第１位となっている。
県は新規就農者が最多を更新した要因として、新規就農者の育成・確保及び定着

に向け、（公益）やまがた農業支援センター、関係機関及び市町村と連携し、政府
の支援策（農業次世代人材投資資金、新規就農者育成総合対策等）とともに県・市
町村等の独自支援策を展開し、就農支援から経営発展までを一元的にサポートする
など、きめ細かな支援に取り組んでいること。また、地域主体の研修受入体制の充
実等により新規就農者の確保につながったとしている。

また、将来の山形、東北、日本を牽引する農林業経営者（スーパートップラン
ナー）の育成を目指す東北発の東北農林専門職大学（仮称）の開学を令和６年４月
と決定し、着々と準備が進められており、意欲ある多様な担い手の育成・確保に向
け関係機関が一体となって取り組んでいる。

～次代を担い、地域を支える新規就農者と東北・山形の農業を支
える高度な人材の育成～新規就農者358人、７年連続東北１位

資料提供：山形県
山形県ホームページ：
https://www.pref.yamagata.jp/documents/21028/01dai4jise
nryakugaiyo.pdf

資料提供：山形県
山形県ホームページ：
https://www.pref.yamagata.jp/documents/30392/r4shinki
shunokekka.pdf

食料供給県やまがたのさらなる発展に向けた取組


